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「ハイスティックの解釈、改正について」状況説明の補足 

 

状況 １ 

・アタッキングゾーンでバイオレーションが発生し、その後チームメートがニュートラル 

ゾーン、または ディフェンディングゾーンでパックを支配した場合、その後のフェイスオフ

はパックを支配した場所に最も近く違反したチームが有利にならないフェイスオフスポットで

行う。 

 

状況 ２ 

・ニュートラルゾーンでバイオレーションが発生し、その後ニュートラルゾーンでチームメート

がパックを支配した場合、その後のフェイスオフはパックを支配した場所に最も近く違反した

チームが有利にならないニュートラルゾーン フェイスオフスポットで行う。 

 

状況 ３ 

・ディフェンディングゾーンでバイオレーションが発生し、その後ニュートラルゾーンまたは 

アタッキングゾーンでチームメートが パックを支配した場合、その後のフェイスオフは 

パックを支配した場所に最も近い違反したチームのディフェンディングエンドのフェイスオフ

スポットで行う。 

 

 


